
活動報告  

▲総会 開催模様 

 

 

 

 

2024年 6月 17日(月)プロミティふちのべビル（神奈川県
相模原市）会議室で、今年も対面とリモート参加のハイブリ
ッド方式で KU-MA通常総会を開催しました。 
 当日、会場にお集まりいただいたのは 12名、リモート 
参加 8名、書面表決書は 82名いただきまして、定足数で 
ある過半数を超え、総会が成立いたしました。 
会長の挨拶では、昨年度の決算の要因などについて説明
があり、より一層の努力を積み重ねなければならない状況
であること、今年度の目標、そして会員みなさまへの新規
会員のご紹介や寄付金の増加へのご協力のお願いがありま
した。  
 司会は吉川理事が務め、議長には菊地理事が推薦され審
議がスタートしました。議案に入る前に、ある会員の方か
ら、決算が厳しい状況であり「本当にこの事業計画や予算
書が成り立つのか」「新しい会員を必死で集める覚悟がい
る」と厳しいお声をいただきました。総会の質疑応答など
につきましては、見開き中ページでご紹介いたします。 

 
コロナ後、初の懇親会を開催しました 

コロナ禍前は、総会
終了後、その場で交
流会やミニ講演など
を実施し、さらにそ
の後、場所を移して
懇親会を行っていま
した。 
 

昨年頃から、懇親会の開催への強いご要望をいただいて
いたので、今年は、会議交流会終了後、近くのお寿司屋
さんで 乾杯！みなさんの KU-MAへの深い想いをお聞き
したり、さらに親睦を深め、活動へのご意見が飛び交っ
ていました。来年は、もっとたくさんのみなさんとお会
いできるのを楽しみにしております。 

 

会員随時募集中！お知り合いの方にぜひご紹介ください 

◇正会員：KU-MAのミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  

年会費 個人：10,000円(学生 5,000円)、法人・団体：50,000円 

◇賛助会員：KU-MAのミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 

 年会費 個人：１口 1,000円、法人・団体：１口 50,000円 

※個人賛助会員への会員証の発行、メールマガジンの送付は 5口以上からです。 

会費や寄付のお振込先 
【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義（ナミキミチヨシ） 

クレジット決済もできるようになりました。 

ホームページよりお申込みいただけます。 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 KU-MAは JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に 

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 

「宇宙の学校®」は、KU-MAの登録商標です 

認定NPO法人 子ども・宇宙・未来の会「宇宙の学校」事務局 

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  

E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :https://www.ku-ma.or.jp 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

自主事業 
4/29 宇宙の店フェスティバル 2024出展 
   宇宙の教室 実施 

宇宙の学校®事業 
5/18 たまプラーザ校（神奈川県横浜市國學院大學）から    
   今年度のスクーリングスタート 
   各地で開校式を迎えています。 
5/25 宇宙教育指導者セミナー 沖縄県那覇市で開催 
6/2  宇宙教育指導者セミナー 岡山県生涯学習センター 

イベント・CSR事業 
6/9 はやぶさ WEEKワークショップ（神奈川県相模原市） 

その他 
4/6.7 相模原市民桜まつり出展 
5月 「宇宙の学校」商標登録更新 
5/20  小惑星 2001CC21命名キャンペーン 
   子ども選定委員募集締め切り 
5/21 2024年度 第 1回 理事会 
5/23 AWS In Communitiesキックオフ交流会 
6/17 2024年通常総会 

▮編集後記 
昨年に引き続き、オンライン会議の機材を貸していただいた
YAC副事務局長の小定さん今年もありがとうございました。 
おかげで無事にハイブリッド方式で開催できました。 

会員情報 

正会員 167（個人：150 学生：5 企業・団体:12） 

賛助会員 49（個人：39 企業・団体：10） 

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活

動を展開させていただいております。 

日頃のご支援に心より感謝を申し上げるとともに、引き続き、

活動および活動資金へのご協力をお願いいたします。 

当会への寄付（賛助会費含む）は、寄付金控除の対象となり

ます。詳しくはホームページでご確認ください。 

2024年度 KU-MA通常総会 開催！！ 

   

活動予定 

自主事業 
AWS In Communities助成「絆プロジェクト」 
児童養護施設中心子どもの家 ①7/22 ②8/15 ③9/23 
フリースクール太陽の村   ①8/22 ②9/25 ③10/23 
ほか 2施設と日程調整中 

宇宙の学校®事業 
7/20 宇宙教育指導者セミナー ふれあいエスプ塩竈 
   (宮城県塩竈市) 

イベント・CSR事業 
7/5 小学校、中学校 出前授業 (島根県安来市） 
7/6 さんそ学習館ケイオス宇宙教室（島根県安来市） 
7/31 国立情報学研究所コンピュータサイエンスパーク 
   熱気球をあげよう！（東京都千代田区） 
8/2 CKDものづくりから学ぶ理科教室（愛知県小牧市） 

その他 
8/7～9 小惑星 2001CC21名称選定会議開催 

 総会終了後の交流会では、リモートの方から自己紹

介と KU-MA の今後の活動についてご意見などをお話

いただきました。 

・「宇宙の学校®」を主催しているが、さらに地元県内に広げて 

 行きたい。 

・「いのちの大切さ」を子どもたちに伝えていきたい。 

・子どもと地域の「宇宙の学校®」に参加し、関わるように 

 なった。など・・・ 

会員の皆さんからご意見を伺いました。いただいたご

意見などは見開き中ページでご紹介いたします。 

今回、残念ながら参加できなかった方々もご意見等、

事務局までぜひお寄せください。今後の活動の参考に

させていただきます。 

事務局よりお詫びと訂正のご連絡 
送付した総会資料第 2号議案の資料のタイトルに誤り
がありました。2 号議案資料に「（案）」がついており
ましたが、（案）がないものが正しいものです。 
大変申し訳ございませんでした。お詫びして訂正いた
します。修正後の正しいものを配布いたします。差し
替えをお願いいたします。 

▲交流会 開催模様 

事務局よりお知らせ 

会員の皆さまへのお願い 

総会後の交流会で、KU-MA活動への様々なご意見をい

ただきました。残念ながら当日ご参加できなかった

会員のみなさまも、当日、参加していただいた方も、

活動へのご意見等をお寄せ下さい。教材販売やイベ

ントの依頼などもお待ちしています。 

【事務局】  

 E-mail KU-MAs@ku-ma.or.jp 

 042-750-2690 



  

連載 4回シリーズ  

今日の宇宙の天気は晴れ！  

  ～宇宙の天気を予報する～ 会員 小原 隆博さん 
 

第３回：宇宙の天気を予報する  

近い将来、宇宙への旅行が可能になると、次のような宇宙天気予報がアナウンスされるように思い

ます。「今日の宇宙の天気は晴れです。安心して宇宙にお出かて下さい」、あるいは、「今日の宇宙は嵐

です。放射線対策をしてください」。 

前回お話したように、宇宙の嵐は、宇宙飛行士だけではなく、人工衛星、航空機、通信、測位、そ

して、地上施設に影響を与えます。世界では 1980 年代の後半から、宇宙環境情報を、連携して公表

して来ました。日本では、情報通信研究機構が毎日発令しています。太陽フレア、太陽放射線、磁気

活動、電波の伝搬状況などについて発出しています。世界の十数か国でも毎日発令していますので、

ほぼ２時間程度の間隔で、宇宙天気情報は更新され

ています。米国の宇宙天気予報のユーザー数は数千、

日本は米国の１０の分の１ですが、宇宙と地球の危

険回避に役立っています。  

宇宙天気予報は、どうやって作られるのでしょう

か？ 世界の宇宙機関、研究機関、大学、公共天文台

等などが、太陽や宇宙環境の状況を観測して、観測デ

ータを公開しています。 

これらのデータを分析し、今後の宇宙の天気を予

測しますが、近年では、太陽や太陽風の観測データを

インプットして数値シミュレーションを行うといっ

た、数値宇宙天気予報が実現しています。観測データ

も数値計算データも数字ですから、これらを予報文

にする作業（ガイダンス）が必要です。長い間の予報

担当者の経験で、予報文が書かれます。公表された宇宙天気予報の検証も同時に行われ、予報精度の

向上につなげています。 

今後、宇宙の利用が進むと、もっといろいろな宇宙天気予報が必要になってくると思います。そう

したニーズに応えられるのが、宇宙天気予報士です。日本では世界に先駆けて、宇宙天気予報士の創

設に向けて頑張っている状況です。 
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総会後の交流会でのご質問、ご意見等（抜粋） 

・昨年、宇宙の学校の指導者セミナーや開催に参加し 
 た。自分は、KU-MAを紹介する時に、子ども・宇宙・ 
 教育団体と紹介している。宇宙天気予報士の育成で、  
 気象予報士向けのオンライン講座等で活動している。  
 夕方のオンライン講座には子どもも参加しやすい。 
 どの地域からも気軽に参加が出来る参加費 500円位 
 のオンライン講座を実施してはどうか。 

・SNS等の活動報告には動画などがあるとより伝わり 
 やすいので、動画なども入れて、積極的に PRした方 
 がいい。 

・他の団体の活動でクラウドファンディングを活用して、  
 活動資金が集まったことがある。積極的にクラウド 
 ファンディングにチャレンジしてはどうか。 

・企業などに寄付や会員のお願いに行った方がいい。 

・各会員が紹介して会員を増やせば倍になる。 

・入会したばかりで活動内容をよく理解できていないが、 
 みんなでアイディアを出して、議論して、具体的な計画  
 にしていき、諸問題を解決していくものであると思う。 

・おとな向けの講座は、きっと需要があるので、収益に 
 つながるのではないか。 

・昨年度、児童養護施設、フリースクールでの宇宙教育 
 教材を使った活動を行った。この活動を全国に広げて  
 いきたいので、助成金などの活動資金を得て実施して 
 いきたい。 

・視聴覚支援学校の子どもたちや、雨の日教材などで使 
 えるものがあれば活用したい。 

・収益が上がり黒字になった場合は、カットした人件費
（給与）を戻さないのか？→決算賞与で対応する。など・・ 

KU-MAのために様々なご意見、ご提案をいただきありがと
うございました。みなさまのご意見を参考に、持続可能な
組織運営を目指し、事業を進めてまいります。事務局一同 

総会や交流会での質疑応答やご意見(抜粋) 

図題：宇宙天気予報は、宇宙の観測データをもとにして

つくられています 

【プロフィール】 

小原隆博 おばらたかひろ  東北大学名誉教授、放送大学客員教授、 KU-MA会員 

文部省宇宙科学研究所助手、情報通信研究機構グループリーダー、 

宇宙航空研究開発機構グループ長、東北大学理学研究科教授を歴任。 

専門は宇宙天気予報、特に地球放射線帯（バンアレン帯）変動予測。 

田中舘賞受賞。理学博士（東北大学） 

最終回 第４回：宇宙の嵐への対策 

宇宙へ出かける時は宇宙天気予報を忘れずに 



 


